
翼端

タイロッド

機械加工部に表面
硬化層が形成

（１）製造時

（２）炉内使用時
（ひびの発生）

Ⅰ．タイロッド部に発生するひびのメカニズム

冷却孔
溶接部

タイロッドシース

①寸法調整のための機械加工によりタイロッドに表面硬化層が形成され、溶接部
の近傍には溶接の際の引張応力が残留。

翼端

タイロッド

微小なひびが発生

②原子炉内での使用に伴い、タイロッドの表面硬化層に応力腐食割れによる微小
なひびが発生。

シース タイロッド

冷却孔溶接部

（３）炉内使用時
（ひびの進展）

③中性子照射量の増加により、
材料の劣化が進行。

④溶接残留応力と中性子照射
による、照射誘起型応力腐
食割れによりひびが進展。

タイロッド

ひびの領域

冷却孔
溶接部

タイロッド
シース

ひび

＜別紙２＞ひびの発生メカニズム

推定されるき裂進展方向



タイロッド

冷却孔溶接部

①溶接時の溶け込み不足によりシースとタイロッド間の隙間が形成、
溶接部の近傍には溶接の際の引張応力が残留。

シース タイロッド

冷却孔溶接部

②原子炉内での使用に伴い、シースとタイロッド間の隙間部が腐食により
微小なひびが発生。

（１）製造時

（２）炉内使用時
（ひびの発生）

Ⅱ．シースとタイロッドの溶接部に発生するひびのメカニズム （１／２）

シース タイロッド

溶接部

隙間

シース

シース
タイロッド

溶接部

隙間

微小なひびが発生



③中性子照射量の増加により、材料の劣化が進行。
④溶接残留応力と中性子照射による、照射誘起型応力腐食割れによりひびが進展。

（３）炉内使用時
（ひびの進展）

シースとタイロッドの溶接部に発生するひびのメカニズム （２／２）

推定されるき裂進展方向

シース

溶接部
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隙間（ひび起点）

ひびの領域

シース タイロッド

冷却孔溶接部

ひび


